
 

令和６年度 第１回 八戸市地域公共交通会議 

 

 

   日時：令和６年６月19日（水）10時00分～ 

場所：八戸市公民館 ２階会議室  

 

 

次    第 

１．開   会 

 

 

２．議   事 

（１）令和７年度地域公共交通計画（地域内フィーダー系統）認定申請について 資料１ 

 

 ≪報告事項≫ 

（２）南郷コミュニティバス(七枚田線)の迂回運行について 資料２ 

 

（３）運賃改定（案）に係る意見募集の結果について 資料３ 

 

（４）その他 

 

３．閉   会 

 

 

 

 

配付資料  

・ 次第 

・ 出席構成員名簿 

・ 席図 

・ 八戸市地域公共交通会議設置要綱 

・ 八戸市運賃協議分科会設置要綱 

・ 資料１：令和７年度地域公共交通計画（地域内フィーダー系統）認定申請について 

・ 資料２：南郷コミュニティバス(七枚田線)の迂回運行について 

・ 資料３：運賃改定（案）に係る意見募集の結果について 

 



役職名 備考

八戸市総合政策部長 谷神　善洋 出

八戸市総合政策部
南郷事務所長

大山　暁史 出

八戸市交通部
次長兼運輸管理課長

鈴木　伸尚 出
随行者：（営業GL）
　　　　　泉山　裕

岩手県北自動車株式会社
乗合事業部 南部支社分室長

佐藤　欽一 出
随行者：（課長代理）
　　　　　村越　学

十和田観光電鉄株式会社
運輸事業部長

佐藤　美仁 出

(3)
青森県内の一般乗合旅客自動車
運送事業者が組織する団体の
代表者が指名する者

公益社団法人青森県バス協会
専務理事

池田　守 出

(4)
八戸市内の一般乗用旅客自動車
運送事業者が組織する団体の
代表者が指名する者

八戸市タクシー協会
事務局長

鈴木　一浩 出

(5) 住民又は利用者の代表
八戸市老人クラブ連合会

会長
上田　武男 出

八戸市社会福祉協議会
総務課長

髙橋　幸治 欠

一般公募 兵藤　弘純 出

一般公募 福田　匡彦 出

(6)
国土交通省東北運輸局
青森運輸支局長が指名する職員

東北運輸局青森運輸支局
首席運輸企画専門官

佐々木　拓真 出
代理出席：（首席運輸企画専門官）
　　　　　　 菊池　憲一

(7)
一般旅客自動車運送事業者の
事業用自動車の運転者が組織
する団体の代表者が指名する者

青森県交通運輸産業
労働組合協議会

南部バス労働組合執行委員長
間山　正茂 欠

国土交通省
青森河川国道事務所
八戸国道出張所長

新井　昌規 欠

青森県三八地域県民局
地域整備部道路施設課長

相馬　基 欠

八戸市建設部次長
兼道路維持課長

岩谷　寿 出

青森県八戸警察署
交通官

附田　豊 出
代理出席：（規制係長）
　　　　　　榊　浩治

福島大学
教授

吉田　樹 出

東日本旅客鉄道株式会社
八戸総括センター　副所長

泉山　大樹 欠

青い森鉄道株式会社
経営戦略部長

佐々木　真紀 出

事務局長 安原　清友

事務局次長 谷崎　安進

事務局員 相模　将喜 欠

事務局員 千葉　明

事務局員 田 邉　宗 徳

(9)
八戸市内において旅客の運送を行う
鉄道事業者の代表者が指名する者

(8)
道路管理者、青森県警察、
学識経験者その他会議が
必要と認める者

(2)
八戸市内を営業路線とする一般乗合
旅客自動車運送事業者の代表者が
指名する者

事務局(10)

八戸市長が指名する職員

令和６年度　 八戸市地域公共交通会議 構成員名簿

≪構成員≫

氏名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　日時：令和３年〇月〇日(〇) 午後〇時〇分～午後〇時〇分

　　　　　　　　　　　　　　　　　　場所：〇〇〇

要綱（第３条）上の区分

(1)



令和６年度　第１回
八戸市地域公共交通会議　《席図表》

会場：八戸市公民館　2階会議室

会長
吉田教授

兵藤氏 市総合政策部

福田氏 市南郷事務所

青森運輸支局 市交通部

青い森鉄道㈱ 岩手県北自動車(株)

十和田観光電鉄(株)

市道路維持課 県バス協会

八戸警察署 市タクシー協会

市老人クラブ連合会

随行等

事務局

随

行

報
道
機
関



八戸市地域公共交通会議設置要綱 
  

 
（設置）   

第１条 八戸市地域公共交通会議（以下「会議」という。）は、道路運送法（昭和２６年法律第

１８３号）の規定に基づき、八戸市における需要に応じた住民生活に必要なバス等の旅客輸送

の確保その他の旅客の利便の増進を図り、地域の実情に即した輸送サービスの提供に必要とな

る事項に関する協議を行うとともに、地域公共交通の活性化及び再生に関する法律（平成１９

年法律第５９号）第６条第１項の規定に基づき、地域公共交通計画（以下「公共交通計画」と

いう。）の作成及び実施に関し必要な協議を行うため設置する。 

 

（協議事項）  

第２条 会議は、次に掲げる事項を協議するものとする。 

（１）地域の実情に応じた適切な乗合旅客運送の態様に関する事項 

（２）市町村有償運送の必要性及びその旅客から収受する対価に関する事項 

（３）公共交通計画の策定及び変更の協議に関する事項 

（４）公共交通計画の実施に係る連絡調整に関する事項 

（５）公共交通計画に位置づけられた事業の実施に関する事項 

（６）前５号に掲げるもののほか、会議の運営方法その他会議が必要と認める事項 

 

（会議の構成員）  

第３条 会議の構成員は、次に掲げる者とする。 

（１）八戸市長が指名する職員 

（２）八戸市内を営業路線とする一般乗合旅客自動車運送事業者の代表者が指名する者 

（３）青森県内の一般乗合旅客自動車運送事業者が組織する団体の代表者が指名する者 

（４）八戸市内の一般乗用旅客自動車運送事業者が組織する団体の代表者が指名する者 

（５）住民又は利用者の代表 

（６）国土交通省東北運輸局青森運輸支局長が指名する職員 

（７）一般旅客自動車運送事業者の事業用自動車の運転者が組織する団体の代表者が指名する者 

（８）道路管理者、青森県警察、学識経験者その他会議が必要と認める者 

（９）八戸市内において旅客の運送を行う鉄道事業者の代表者が指名する者 

 

（会長及び監事）  

第４条 会議に会長及び監事を置き、八戸市長が前条各号に掲げる者の中から指名する。 

（１）会長 １名 

（２）監事 ２名 

２ 会長は、会議を代表し、会務を総括する。 

３ 監事は、出納監査を行い、監査の結果を会議に報告する。 

 

（会議の運営）   

第５条 会議は、会長が招集し、会長が議長となる。 

２ 会長に事故がある場合には、あらかじめ会長が指名する者がその職務を代理する。 

３ 会議の議決は出席者（代理人を含む。）の過半数をもって決し、可否同数のときは会長の決

するところによる。 

４ 会議は、書面にて協議することができる。 

５ 会議は、原則として公開とする。ただし、会議を公開することにより公正かつ円滑な議事運

営に支障が生じると認められる協議については、非公開で行うものとする。 

６ 会議は、必要があると認めるときは、構成員以外の者に対して、資料を提出させ、又は会議

への出席を依頼し、助言等を求めることができる。  

 

 

 



（協議結果の取扱い） 

第６条 会議において協議が調った事項について、関係者は、その結果を尊重し、当該事項の誠

実な実施に努めるものとする。 

 

（ワーキング会議）  

第７条 会議は、必要があるときは、会議の議事について調整又は意見交換等を行うため、構

成員の任意出席によるワーキング会議を開催することができる。 

 

（分科会）  

第８条  第２条各号に掲げる事項及び運賃、料金について専門的な調査、検討等を行うため、必

要に応じ会議に分科会を置くことができる。 

２ 分科会の組織、運営その他必要な事項は、会長が別に定める。 

 

（事務局）  

第９条 会議の庶務を処理するため、会議に事務局を置く。 

２ 事務局は、八戸市総合政策部政策推進課に置く。 

３ 事務局に事務局長、事務局次長及び事務局員を置き、会長が定めた者をもって充てる。 

４ 事務局に関し必要な事項は、会長が別に定める。 

 

（財務に関する事項） 

第１０条 会議の予算編成、現金の出納その他財務に関し必要な事項は、会長が別に定める。 

２ 前項の規定に関わらず、公共交通計画の所期の目的を達成し、事業を継続する必要がなくな

った場合には、会長が会議に諮り、財産を処分するために必要な事項を定めるものとする。 

 

（その他）  

第１１条 この要綱に定めるもののほか、会議の運営に関して必要な事項は、会長が別に定め

る。 

 

 

附 則 

 この要綱は、平成１９年６月１３日から施行する。 

 

附 則 

 この要綱は、平成２０年６月１０日から施行する。 

 

附 則 

 この要綱は、平成２７年６月５日から施行する。 

 

附 則 

 この要綱は、平成２８年４月１日から施行する。 

 

   附 則 

 この要綱は、令和５年３月２８日から施行する。 

      

附 則 

 この要綱は、令和５年４月１日から施行する。 

 

附 則 

 この要綱は、令和６年４月１日から施行する。 

 



八戸市運賃協議分科会設置要綱 

 

（設置） 

第１条 八戸市運賃協議分科会（以下「分科会」という。）は、道路運送法（昭和 26 年法 

律第 183 号）第９条第４項の規定に基づき、同条同項に規定する運賃等（以下「協議運

賃」という。）について協議するため、八戸市地域公共交通会議設置要綱第８条第１項の

規定に基づき、八戸市地域公共交通会議（以下「交通会議」という。）の分科会として設

置する。 

 

（所掌事務） 

第２条 分科会は次の事務を所掌する。 

（１）協議運賃に関すること 

（２）その他分科会が必要と認める事項 

 

（組織） 

第３条 分科会は、次に掲げる者を構成員とする。 

（１）八戸市長が指名する職員 

（２）当該運賃等を定めようとする一般乗合旅客自動車運送事業者 

（３）国土交通省東北運輸局青森運輸支局長が指名する職員 

（４）住民又は利用者の代表する者として市長が指名する者 

２ 構成員のうち前項１号、第２号及び第３号に掲げる者について、分科会に代理人を出 

席させることができる。 

 

（分科会長） 

第４条 分科会に分科会長を置き、八戸市職員をもって充てる。 

２ 分科会長は、会務を総理し、分科会を代表する。 

３ 分科会長に事故があるとき又は分科会長が欠けたときは、分科会長があらかじめ指名 

した構成員がその職務を代理する。 

 

（会議） 

第５条 分科会の会議（以下「会議」という。）は、分科会長が招集し、会議の議長となる。 

２ 会議は、書面にて開催することができる。 

３ 会議は、原則として非公開とする。 

４ 会議の議決は出席者（代理人を含む。）の過半数をもって決し、可否同数のときは分科 

会長の決するところによる。 

５ 分科会長は、会議において必要があると認めるときは、構成員以外の者の出席を求め、 

説明又は意見を聴くことができる。 

 



（協議結果） 

第６条 分科会で協議が調った事項について、関係者はその結果を尊重し、当該事項の誠

実な実施に努めるものとする。 

 

（庶務） 

第７条 分科会の庶務は、交通会議事務局において処理する。 

 

（補則） 

第８条 この要綱に定めるもののほか、分科会の運営に関し必要な事項は、分科会長が交

通会議の会長に諮って定める。 

 

附 則 

この要綱は、令和６年６月 10日から施行する。野睦雄 
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南郷コミュニティバス(七枚田線)の迂回運行について 

 

１ 迂回運行理由 

   市道笹子・田ノ沢線道路改良工事に伴い、南郷コミュニティバス七枚田線の 

運行区間の一部が通行止めとなるため。 

 

２ 迂回運行区間 

   南郷コミュニティバス七枚田線（田ノ沢～笹子集会所～七枚田） 

    ※月曜日・水曜日・金曜日運行 

    ※往路・復路便ともに迂回運行を行うもの 

 

３ 迂回運行期間 

   令和６年７月１日（月）から令和６年 12 月 20 日（金）まで 

 

４ 運賃及び運行ダイヤ 

   変更なし 

 

５ その他 

   迂回運行に伴う国への届出は、道路運送法第 17 条に該当するため不要 

 

 

●迂回路付近地図（迂回運行区間 田ノ沢～笹子集会所～七枚田） 

 

 

資料２ 



資料３ 

運賃改定（案）に係る意見募集の結果について 

 

 

１．募集概要 

 住民・利用者・その他利害関係者の意見を反映させるため、意見募集を行った

ものである（道路運送法第９条第５項の規定に基づく意見募集） 

 

２．意見募集の実施主体 

 八戸市地域公共交通会議 

八戸圏域地域公共交通活性化協議会 

 

３．募集方法 

八戸公共交通ポータルサイト上で運賃改定（案）に対する意見募集を実施。 

 

４．募集期間 

令和６年５月 21 日から令和６年６月４日まで 

 

５．募集結果について 

募集期間中に提出があった意見は、南部町在住者からの１件のみであった。 

内容は下記のとおり。 

「燃料費高騰や人件費引き上げから、運賃の値上げは受け入れなければなら 

ないと感じている。利用率にもよるが、値上げ率を一律 15％にするか、値

上げ率の上限を 15％程度にする方法とし、値上げ後の料金を 590 円または

600 円以内を希望する。」 



運賃改定案について 

 

１ 運賃改定の理由 

  人口減少による利用者の減少に加え、乗務員の賃金水準の適正化、燃料およ

びバスに関わる部品や資材等のコスト上昇により、各路線バス事業とも厳し

い経営環境での運営を余儀なくされており、国・県・市町村等の支援を受けて

運行を維持している状況であり、八戸圏域における公共交通の中心的役割を

担っているバス事業の持続性を高め、住民生活に必要不可欠な移動手段を今

後も確保するため。 

 

２ 改定案の内容 

  （１）基本運賃 

     初乗り 20 円増+60 円刻み 

現行運賃 170 円 220 円 270 円 320 円 370 円 420 円 470 円 520 円 

改定運賃 190 円 250 円 310 円 370 円 430 円 490 円 550 円 610 円 

 

 

 

  （２）その他乗車券等 

商品名 現行運賃 改定運賃 

市営・南部 

共通 

共通１日乗車券 
市内  800 円 

圏域 1,600 円 

市内  800 円 

圏域 1,500 円 

休日 100 円サービス 100 円 150 円 

市営 

市内循環線 170 円均一 190 円均一 

うみねこ号・いさば号 100 円 
初乗り 150 円 

上限 200 円 

南部 シルバーフェリーシャトルバス 300 円～500 円 350 円～550 円 

 

参考資料 

市内上限 圏域上限 


